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インボイス制度とは

インボイス制度は、適格請求書（インボイ
ス）の発⾏または保存により、消費税の仕
⼊額控除を受けるための制度です。売り⼿
側は、取引相⼿（買い⼿）から求められた
ときには、インボイスを交付しなければな
りません。買い⼿側は、原則として取引相
⼿（売り⼿）から交付を受けたインボイス
の保存が必要となります。



現状のまま制度が遂⾏された場合



免税事業者のケース
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1,100 → 1,000
⼿取り額は10％の減少
消費税の納税は不要



課税事業者のケース
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簡易課税制度を利⽤することで
納税額は50％に︕
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税抜き報酬額の
５％が納税額となり

納税をおこなう
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⾦銭的負担 ⼿続き負担

免税事業者 １０％の減少 ⼿続きは不要

課税事業者 ５％の減少 納税⼿続きが必要
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エアークローゼットの⽅針





他業界、職種では
「免税事業者と取引できない」
というケースもあります。

当社は免税事業者であっても
継続できるようにするため、

ご安⼼ください。



とてもわかりにくい制度のため
まずは第⼀回⽬の説明会を開催

（１⽉26⽇）。

開催後にアンケートも
ご協⼒いただきました。



制度が難解で、今後どのように
変わっていくのか

わからず不安に思っています

エアクロさんのお仕事を
変わらず続けていきたいのですが
難しくなるのでしょうか…︖

件数が多くないので
エアクロ社に⼿続きをさせるのも
申し訳ないと感じています
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私たちも、とても難しい制度
だと感じています。

1回の説明会だけでなく、
随時ご案内や個別のフォローも
させていただきます。
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そのようなことは絶対に
ありません。ご安⼼いただき、

引き続きお⼒添えをお願いします︕
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エアクロさんのお仕事を
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難しくなるのでしょうか…︖

件数が多くないので
エアクロ社に⼿続きをさせるのも
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エアクロさんのお仕事を
変わらず続けていきたいのですが
難しくなるのでしょうか…︖

継続歴や件数に関係なく
⼀切気にしていただく
必要はございませんので
ご安⼼ください。

制度が難解で、今後どのように
変わっていくのか

わからず不安に思っています



社内協議 外部相談 アンケート
ヒアリング

ライター、カメラマン、エンジニアなどと
⽐べて例がなく

多様な働き⽅があるからこそ
何度も協議を重ね、直接ご意⾒をお聞きし
慎重に進め、最善を考えてまいりました



引き続きご不明な点、
ご不安な点など

ぜひお聞かせいただき
安⼼してお仕事を

続けていただけたら嬉しいです



エアークローゼットとしての⽅針

2023年10⽉以降のスタイリング報酬を

税抜きベースで５％増額
させて頂きます。

n 課税事業者・免税事業者に関わらずスタイリング業務を継続いただけます
（免税事業者に業務をお断りすることはありません）

n 免税事業者に対しては、税抜き⾦額で報酬をお⽀払いいたします



免税事業者のケース
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免税事業者のケース
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免税事業者は
納税義務がないため

消費税の⽀払いはなし
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免税事業者のケース
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1,100 → 1,050
⼿取り額は５％弱の減少に
留まり消費税の納税は不要

(5%UP前は10%減)

現状 2023年10⽉以降



課税事業者のケース
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課税事業者のケース

1,100 → 1,102.5
実質負担は発⽣せず
報酬がUPする形へ

1,1551,100

現状 2023年10⽉以降



報酬UP前

⾦銭的負担 ⼿続き負担

免税事業者 １０％の減少 ⼿続きは不要

課税事業者 ５％の減少 納税⼿続きが必要



報酬UP後

⾦銭的負担 ⼿続き負担

免税事業者 １０％の減少 ⼿続きは不要

課税事業者 ５％の減少 納税⼿続きが必要

５％弱の減少

実質負担無し



是⾮引き続き
⼀緒にお客様へワクワクをお届け
頂けいただけますと幸いです︕

ご不明点、ご不安点も
是⾮ご相談ください。
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質疑応答


